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Ⅰ　目的
子どもが望ましい食習慣と自己管理能力を身に付け，変化に対応して自らの健康を保持増進する
能力を培っていくためには，より効果的な食に関する指導体制の整備が急務となり，平成 17 年 4
月に栄養教諭制度が施行された。全国ですぐに栄養教諭が配置をされたのは，北海道（10 名），福
井県（10 名），大阪府（9 名），高知県（5 名）であり，本県では平成 19 年度になって初めて 10
名の栄養教諭が配置された。本県ではその後，平成 21 年度までの 3 年間は配置の増加はなく，平
成 22 年度になって県内 1 市町を除く 22 市町にそれぞれ 1 ～ 2 名の計 26 名の栄養教諭が配置され
た。平成 24 年度からは毎年 20 名前後の栄養教諭が配置され 1），平成 28 年度現在 111 名の栄養教
諭がいるが，全員が学校栄養職員からの任用替えであり，新規学卒者の採用ではなかった。
しかしながら，今年度初めて栄養教諭の平成 29 年度教員採用試験が実施され，新規学卒者にも
本県の栄養教諭となる道が開かれることになった。このことは，県内栄養教諭養成課程のある大学
及び短期大学が所属する広島地区栄養教育実習研究連絡協議会の長年の願いであり，これまで広島
県教育委員会及び広島市教育委員会に陳情に行くなどの働きかけを行ってきた。
本学の健康栄養学部管理栄養学科は，平成 26 年度に新しく設置された管理栄養士・栄養教諭養
成施設であり，現在，最上学年が 3 年生である。これから，管理栄養士国家試験対策はもちろんの
こと，栄養教諭採用試験合格を目指して即戦力となる栄養教諭の育成に一層に力を入れていく必要
がある。
本県における初めての栄養教諭採用試験実施は，現職の栄養教諭・学校栄養職員にも影響を与え，
広島県学校栄養士協議会（現職の栄養教諭及び学校栄養職員，その他学校及び学校給食共同調理場
に勤務する管理栄養士・栄養士が会員となって構成している団体）の研修会では，会員の希望によっ
て，栄養教諭養成課程の大学における教育について教授を招き講演を実施している。これは，現職
の栄養教諭は学校栄養職員からの任用替えであり，教員養成課程の教育を受けている者ばかりでは
ないため，現在の大学教育の実際を把握したい思いから実施されたものである。
広島県教育委員会は，「栄養教諭に期待される役割と具体的な行動例」として次のとおり示して
いる 2）。
（栄養教諭に期待される役割）
●教育及び栄養に関する専門的知識・技能を有し，食に関する指導や給食管理を適切に行うこと
ができる。
●組織の一員として学校経営目標の達成に向け，担当する校務を適切に遂行することができる。
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（求められる教職員像）
※新たな「教育県ひろしま」の創造に向けて特に求められる事項から抜粋
●学級担任と連携・協力しながら，幼児児童生徒の学習状況や発達段階に応じた食に関する指導
を行っている。
●「食の自己管理能力」や「望ましい食習慣」に関して，教職員や保護者に説明するとともに，
教職員や家庭・地域と連携を図り，食に関する指導を推進している。
●学校経営目標の実現に向け，担当する校務分掌等について改善の意識をもって参画している。
●他の教職員と積極的にコミュニケーションを図るとともに，相談に気軽に応じている。
この「栄養教諭に期待される役割と具体的な行動例」から栄養教諭に求められる資質・能力は，
笠原が言う「教諭としての教育力・指導力」「管理栄養士としての高い専門性」とともに，「食をコー
ディネートするためのマネージメント力」や「豊かな人間性」である 3）。
栄養教諭に求められる資質・能力についての調査研究は，全国的なものや地域単位のものはあっ
ても数が少なく，本県の栄養教諭に関するものはない。そこで，本研究では，本県の栄養教諭及び
学校栄養職員等を対象として，その実態を把握するとともに，栄養教諭に求められる資質・能力と
は何か，今後，新卒採用者を含め若い世代に期待するものは何か等を調査し，本県の栄養教諭の今
後の動向と求められる資質・能力について検討することを目的とした。
Ⅱ　方法
広島県学校栄養士協議会秋季研修会に参加の栄養教諭及び学校栄養職員，栄養士を対象に，2016
年 11 月 17 日に，広島県学校栄養士協議会に調査協力を依頼し，直接配付，回収した。
調査内容は，回答者の属性（性別，年齢，職名，勤続年数），栄養教諭に求められる資質・能力であっ
た。さらに栄養教諭には，栄養教諭になろうと思った理由，「栄養教諭」養成に取り入れた方が望
ましい教育を調査した。（表 1）回収率は 84.8％（139 名中 118 名）であった。そのうち，欠損値
等を除いた有効回答率は 99.1％（118 名中 117 名）であった。
（表 1）
調　査　内　容 対象回答者 回答方法
1　属性
（１）性別
栄養教諭
学校栄養職員
栄養士
選択
（２）職名
（３）年齢
（４）学校教育歴
（５）雇用形態
（６）勤続年数
２　栄養教諭に求められる資質・能力 選択肢 12項目のうち 5つ選択
３　栄養教諭になろうと思った理由
栄養教諭
自由記述
４　「栄養教諭」を目指す大学生・短大生等が在学
中に養った方が望ましい資質や能力
選択肢 12項目のうち 5つ選択
５　大学教育での「栄養教諭」養成において取り
入れた方が望ましい教育
自由記述
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Ⅲ　結果
1　属性について
（1）性別
回答者 117 名のうち 100.0％が女性であり，無回答はなかった。（図 1）
（2）職名
この調査において職名の選択肢を「栄養教諭」「学校栄養職員」「栄養士」「その他」としたのは，
本県では県採用の場合，「栄養教諭」または「学校栄養職員」であり，市町採用の場合「栄養士」
という職名を使用していることによる。
最も多いのは，栄養教諭 53.8％であり，次に学校栄養職員 35.9％，栄養士 10.3％，その他 0.0％
の順であった。無回答はなかった。（図 2）
（3）年齢
最も多いのは，20代 34.2％であり，次に 40代が 28.2％，50代 20.5％，30代 13.7％，60代 1.7％
の順であった。無回答は 1.7％であった。（図 3）
年齢を職名別にすると，栄養教諭は 40 代が 41.3％と最も多く，次に 50 代 33.3％，20 代
17.5％，30 代 7.9％であった。また，50 代を 50 ～ 54 歳，55 ～ 59 歳に分けると 50 ～ 54 歳
12.7％，55 ～ 59 歳 20.6％であった。60 代及び無回答はなかった。学校栄養職員・栄養士は
20 代が最も多く 53.7％，次に 30 代 20.4％，40 代 13.0％，50 代 5.6％，60 代 3.7％であった。
無回答は 3.7％であった。（図 4）
（4）学校教育歴
最も多いのは，4 年制大学卒で 67.5％であり，次に 2 年制短大卒 27.4％，大学院卒 1.7％，大
学院中退 0.9％，その他（専門学校）0.9％の順であった。無回答は 1.7％であった。（図 5）
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学校教育歴を職名別にすると，栄養教諭は 4 年制大学卒で 63.5％が最も多く，2 年制短大卒が
31.7％，大学院中退 1.6％，大学院卒 1.6％，その他 0.0％の順であった。無回答 1.6％であった。
学校栄養職員・栄養士は 4 年制大学卒で 72.2％が最も多く，2 年制短大卒が 22.2％，大学院卒
1.9％，その他（専門学校）1.9％，大学院中退 0.0％の順であった。無回答は 1.9％であった。（図 6）
（5）雇用形態
最も多いのは，正規 79.5％であり，次に臨時 15.4％，嘱託 4.3％，その他（育休）0.9％の順であっ
た。無回答はなかった。（図 7）
雇用形態を職名別にすると，栄養教諭は正規 96.8％で最も多く，次に臨時 3.2％であり，嘱託
0.0％，その他 0.0％であった。無回答は 0.0％であった。学校栄養職員・栄養士は正規 59.3％
が最も多く，臨時 29.6％，嘱託 9.3％，その他（育休中）1.9％の順であった。無回答はなかった。
（図 8）
（6）勤続年数
最も多いのは，2 ～ 5 年で 33.3％，次に 16 ～ 20 年 12.8％，1 年未満 12.0％，21 ～ 25 年，
26 ～ 30 年，36 年以上がいずれも 8.5％，31 ～ 35 年 6.8％，11 ～ 15 年 5.1％，6 ～ 10 年 3.4％
の順であった。無回答は 0.9％であった。（図 9）
勤続年数を職名別にすると，栄養教諭は 16 ～ 20 年 20.6％が最も多く，次に 2 ～ 5 年
17.5％，21 ～ 25 年，26 ～ 30 年，36 年以上がいずれも 14.3％，31 ～ 35 年 11.1％，11 ～ 15
年 6.3％，1 年未満 1.6％の順であった。無回答は 0.0％であった。学校栄養職員・栄養士は，2
～ 5 年 51.9％が最も多く，次に 1 年未満 24.1％，6 ～ 10 年 7.4％，11 ～ 15 年，16 ～ 20 年が
それぞれ 3.7％，21 ～ 25 年，26 ～ 30 年，31 ～ 35 年，36 年以上がいずれも 1.9％であった。
無回答は 1.9％であった。（図 10）
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2　栄養教諭に求められる資質・能力について
最も多いのは，「教科等（栄養）に関する専門知識」82.9％であり，次に「他者との連携協力
する技能」77.8％，「コミュニケーション能力」73.5％，「教材・献立等の開発のための発想力」
48.7％，「豊かな人間性」44.4％，「幼児・児童・生徒に対する教育的愛情」42.7％，「人間の成
長発達についての深い理解」，「教科指導・生徒指導のための知識・技能及び態度」がそれぞれ
29.1％，「教育者としての使命感」28.2％，「課題解決力」22.2％，「広く豊かな教養」21.4％，「そ
の他」0.9％（学び続けようとする意欲，実践力）の順であった。無回答はなかった。（図 11）
栄養教諭に求められる資質・能力を職名別にすると，栄養教諭は，「コミュニケーション能力」
85.7％が最も多く，次に「教科等（栄養）に関する専門知識」81.0％であり，「他者との連携協力
する技能」79.4％，「教材・献立等の開発のための発想力」50.8％，「豊かな人間性」47.6％，「幼
児・児童・生徒に対する教育的愛情」36.5％，「教育者としての使命感」31.7％，「教科指導・生
徒指導のための知識・技能及び態度」30.2％，「人間の成長発達についての深い理解」27.0％，「課
題解決力」25.4％，「広く豊かな教養」12.7％，「その他」（学び続けようとする意欲，実践力）1.6％
の順であった。無回答はなかった。学校栄養職員・栄養士では，最も多いのは「教科等（栄養）に
関する専門知識」85.2％であり，次に「他者との連携協力する技能」75.9％，「コミュニケーショ
ン能力」59.3％，「幼児・児童・生徒に対する教育的愛情」50.0％，「教材・献立等の開発のため
の発想力」46.3％，「豊かな人間性」40.7％，「人間の成長発達についての深い理解」，「広く豊か
な教養」がそれぞれ 31.5％，「教科指導・生徒指導のための知識・技能及び態度」27.8％，「教育
者としての使命感」24.1％，「課題解決力」18.5％，「その他」0.0％の順であった。無回答はなかっ
た。（図 12）
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3　栄養教諭になろうと思った理由について
自由記述の回答からキーワードによって 10 項目に分け（複数項目の場合も有り），総数から項目
ごとの割合を算出した。最も多いのは，「児童生徒の食に関わる知識や能力の育成のため」17.5％
で，次に多いのは「学校での食育の位置付けの確立，学校体制づくりのため」，「学校の中での栄養
士の位置付け，他教諭との連携のため」がそれぞれ 15.9％であった。また，「教育現場に魅力，子
どもの健康の保持増進に関わるため」11.1％，「時代の流れで求められているのは栄養教諭だから」
9.5％，「継続的で効果的な授業，学校給食の教材化のため」7.9％，「児童生徒との関わりを深め，
直接的指導が大切だから」6.3％，「学校家庭地域との連携のため」3.2％，「学校給食が身近で魅力
的な食に関わる仕事だから」，「大学での実習に行ったから」がそれぞれ 1.6％の順で多かった。無
回答は 17.5％であった。（図 13）
123
栄養教諭になろうと思った理由を年代別でみると，20 代では「教育現場に魅力，子どもの健康
の保持増進に関わるため」36.4％が最も多く，次いで「児童生徒の食に関わる知識や能力の育成
のため」18.2％が多かった。（図 14）30 代では「児童生徒の食に関わる知識や能力の育成のた
め」40.0％が最も多く，次に多いのは「学校での食育の位置付けの確立，学校体制づくりのため」，
「継続的で効果的な授業，学校給食の教材化のため」，「学校家庭地域との連携のため」でそれぞれ
20.0％であった。（図 15）40 代では「学校の中での栄養士の位置付け，他教諭との連携のため」
23.1％が最も多く，次に「時代の流れで求められているのは栄養教諭だから」19.2％，「学校で
の食育の位置付けの確立，学校体制づくりのため」15.4％，「継続的で効果的な授業，学校給食の
教材化のため」11.5％，「児童生徒の食に関わる知識や能力の育成のため」7.7％の順に多かった。
（図 16）50 代で最も多いのは，「児童生徒の食に関わる知識や能力の育成のため」23.8％で，次に
「学校での食育の位置付けの確立，学校体制づくりのため」，「児童生徒との関わりを深め，直接的
指導が大切だから」がそれぞれ 19.0％，「学校の中での栄養士の位置付け，他教諭との連携のため」
14.3％，「教育現場に魅力，子どもの健康の保持増進に関わるため」9.5％の順で多かった。（図 17）
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4　「栄養教諭」を目指す大学生・短大生等が在学中に養った方が望ましい資質や能力について
最も多かったのは，教科等（栄養）に関する専門知識で 85.7％であり，次にコミュニケーション
能力 68.3％，他者との連携協力する技能と教材，献立等の開発のための発想力がそれぞれ 50.8％，
教科指導・生徒指導のための知識・技能及び態度 38.1％，豊かな人間性 33.3％，人間の成長発達
についての深い理解 31.7％，課題解決力 30.2％，教育者としての使命感 27.0％，幼児・児童・生
徒に対する教育的愛情 23.8％，広く豊かな教養 17.5％，その他 3.2％の順で多かった。無回答は
3.2％であった。（図 18）
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5　大学教育での「栄養教諭」養成において取り入れた方が望ましい教育
自由記述の回答からキーワードによって 15 項目に分け（複数項目の場合も有り），総数から項目
毎の割合を算出した。最も多かったのは，「指導案の作成力・教材研究能力・授業力」11.4％であり，
次に「年上の人（調理員）とのコミュニケーション力・聴く力」8.9％，「専門的知識（カウンセリ
ングを含めて）」7.6％，「献立作成能力（会計を含む。生きた教材として）」と「社会人としての自
覚（あいさつ，身だしなみ，言葉遣い）」がそれぞれ 6.3％，「話す力・情報収集力・発信力・文章力（書
く・まとめる）」と「人として，教育する立場としての資質」がそれぞれ 3.8％，「危機管理能力，とっ
さの対応と判断」2.5％の順で多かった。また，「課題発見能力・課題解決能力」，「生徒指導」，「全
体を見通す力」，「栄養教諭の役割や勤務体制の現実」，「農作物の栽培」，「学ぶ姿勢」，「野外炊飯」
はいずれも 1.3％であった。無回答は 40.5％であった。（図 19）
Ⅳ　考察
1　本県の栄養教諭の今後の動向について
（1）男性栄養教諭の誕生
この調査では，回答者全員が女性であった。広島県学校栄養士協議会会員には男性 2 名がいる
が，本県の栄養教諭 111 名中には男性はおらず，全て女性である。本県の管理栄養士養成課程が
あり男子学生の受入れがある大学及び短期大学は，本学を含めて現在 7 施設あり既に栄養教諭免
許をもった男子学生が卒業していることから，本県でも男性の栄養教諭が誕生する日も遠くはな
いといえる。
（2）栄養教諭の年齢層の若返り
年齢をみると，栄養教諭は 40 代 41.3％と 50 代 33.3％で約 75％を占めており，20 代は 20％
に満たない。また，50 代 33.3％のうち 50 代後半（55 ～ 59 歳）が 3 分の 2 を占めている。しかし，
学校栄養職員・栄養士は 20 代と 30 代で約 75％を占めている。雇用形態では，栄養教諭に臨時
採用者がいるがこれは産休・育休代替えであり，栄養教諭全員が正規採用である。学校栄養職員・
栄養士の雇用形態は，正規採用が約 60％，臨時採用者が約 30％いる。これらのことから，今後
4 ～ 5 年の間，栄養教諭の定年退職者が増え，主として 20 代と 30 代の臨時採用の学校栄養職員・
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栄養士が栄養教諭採用試験により栄養教諭となり，栄養教諭の年齢層が若くなっていく可能性が
高いといえる。
（3）栄養教諭の学校教育歴の変化
現在の栄養教諭と学校栄養職員・栄養士の学校教育歴を比較すると，4 年制大学卒は栄養教諭
で 63.5％，学校栄養職員・栄養士で 72.2％であり，2 年制短大卒は栄養教諭で 31.7％，学校栄
養職員・栄養士で 22.2％である。学校栄養職員・栄養士の方が 4 年制大卒の割合が高く，栄養
教諭の方が 2 年制短大卒の割合が高い。これは，栄養教諭の年齢層に 50 代が多く，今の 50 代が
学生の頃には県内に栄養士養成課程のある大学よりは短期大学が多かったためと考えられる。
今後は，栄養教諭の年齢層の若返りとともに，4 年制大卒で栄養教諭養成課程を学修した者の
割合が高くなってくるといえる。
（4）栄養教諭の勤務経験の変化
現在の栄養教諭の約 75％は 16 年以上の勤務経験をもつが，学校栄養職員・栄養士の約 75％
は 5 年以下の勤務経験である。本県では 10 年前（平成 19 年度）に栄養教諭の第 1 期生が誕生
したことから，少なくとも 6 年以上，主として学校給食管理・運営に務めてきた上で食に関する
指導を実施している栄養教諭が多いといえる。
しかし，今後栄養教諭の年齢層の若返りとともに，食に関する指導と併せて，学校給食管理・
運営の実施経験を積み重ねていく栄養教諭が増えていくことになる。中馬は「栄養教諭は，どの
ような勤務地でも，まず給食管理の力をつけ，その給食を使い食に関する指導を『全教育活動』
を通して実施することができるように道筋をつける役割をもつ。」とし，栄養教諭の土台となる
資質・能力は給食管理にあることを言っている 4）。このことからも，今後，本県の栄養教諭とな
る者は一層に給食管理能力を養っていく必要がある。
2　本県の栄養教諭に求められる資質・能力について
（1）栄養教諭等が求める栄養教諭の資質・能力
最も多かった「コミュニケーション能力」は，学校栄養職員・栄養士のそれに比べ 26.4％多かっ
た。川越は栄養教諭制度審議構想の審議思考経過から栄養教諭に求められた資質の分類整理の表
の中で，食に関する指導及び給食時間の指導の職務に必要な能力として「コミュニケーション能
力」を挙げている 5）。また，武見はネットワークづくり，連携のために栄養教諭に求められる能
力のなかで，連携の実施段階として「コミュニケーション能力」を挙げている 6）。つまり，本県
の現在の栄養教諭は全員，学校栄養職員から任用替えで栄養教諭になったため，学級担任等と連
携した指導を実施することが多くなったことで「コミュニケーション能力」が必要であることを
痛感し，必要な能力ととらえたものと考えられる。
また，栄養教諭のみならず，学校栄養職員・栄養士が求める栄養教諭の資質・能力の上位を占
めるものに他者との連携協力する技能と教科等（栄養）に関する専門知識があった。他者との連
携協力する技能とは，中馬が言う「教諭として学級担任とは違う視点で学校教育をとらえ，具体
的な提案を「給食」を通して実施すること」であり 4），高根が言う「栄養教諭にとっては，教育
内容が予め決められたものではなく，食に関する指導について，総合的立場から，それぞれの学
校単位でカリキュラム開発を行う力」である 7）。栄養教諭は，学校組織の中で子どもたちの健康
課題に対して，教科等（栄養）に関する専門知識をもって学校教育全体で取り組んでいく提案を
していくことが必要である。本県の栄養教諭も学校栄養職員・栄養士も学校教育全体で取り組む
食育を推進していくことを目指していることから，求める栄養教諭の資質・能力としてこれらが
127
上位に挙がったものと考える。
（2）栄養教諭が目指しているもの
栄養教諭になろうと思った理由を自由記述の回答からキーワードによって 10 項目に分け（複
数項目の場合も有り），総数から項目毎の割合を算出した結果から，栄養教諭の中で最も多い年
齢層である 40 代では，「学校の中での栄養士の位置付け，他教諭との連携のため」，「時代の流れ
で求められているのは栄養教諭だから」，「学校での食育の位置付けの確立，学校体制づくりのた
め」が上位 3 つであり，栄養教諭の中核となって更なる食育を推進していく心構えが見取られる
ものであった。次に多い年齢層である 50 代では，「児童生徒の食に関わる知識や能力の育成のた
め」，「学校での食育の位置付けの確立，学校体制づくりのため」，「児童生徒との関わりを深め，
直接的指導が大切だから」といった次世代を育成する想いが感じられるものが上位に上がってい
た。
これらのことから，栄養教諭は，県内の学校における食育を学校教育全体の取組みとし，更な
る推進を目指し，次世代を担う子どもたちの健全な成長を願っていることがわかった。
（3）「栄養教諭」を目指す大学生・短大生等への想い
「栄養教諭」を目指す大学生・短大生等が在学中に養った方が望ましい資質や能力について，「教
科等（栄養）に関する専門知識」，「コミュニケーション能力」，「他者との連携協力する技能」，「教
材・献立等の開発のための発想力」が上位を占めていた。特に約 9 割近くの現職の栄養教諭たち
が「教科等（栄養）に関する専門知識」は学生時代だからこそ修得できるもの，修得すべきもの
としていた。また，栄養教諭は，一人職種であることからコミュニケーション能力の重要性を述
べていた。さらに，「」他者との連携協力する技能」や「教材・献立等の開発のための発想力」をもっ
て，学校における食育推進の中核となる栄養教諭として必要な資質の育成を望んでいた。
（4）「栄養教諭」養成における望ましい教育
栄養教育実習を受けての感想もあわせての意見が多くあったが，大きく 2 つの教育についての
要望があった。ひとつは，「指導案の作成力・教材研究能力・授業力」，「専門的知識（カウンセ
リングを含めて）」，「献立作成能力，話す力・情報収集力・発信力，文章力」といった栄養教諭
養成課程に関わる科目教育であり，もうひとつは「年上の人（調理員）とのコミュニケーション力・
聴く力」，「社会人としての自覚」，「人として，教育する立場としての資質」といった人間教育で
ある。
栄養教諭養成課程に関わる科目教育について，現職の栄養教諭のどの年代においても多いのが
「指導案の作成力・教材研究能力・授業力」，「専門的知識（カウンセリングを含めて）」であった
ことは，栄養教諭が各学校で中核となって食育を推進していくためには，各校の課題解決につな
がる食育や教科等と結びつけた食に関する指導を具体的に提案していく必要性からである。特に
大型の共同調理場を兼務する栄養教諭の声として，所属する学校での食に関する指導を実施する
にも学級担任等と連携する時間が少ないことから，指導内容が明確な指導案をもって能率的な打
合せをするために，栄養教諭としての想いを表す指導案を作成する力や教材・献立等の開発のた
めの発想力が必要であり，栄養教諭自身が身に付けたい力だからこそ，学生時代に身に付けて欲
しいものとしている。今後，さらに共同調理場の大型化が考えられることからも，これらの力を
身に付けていくことが必要である。
人間教育については，特に 40 ～ 50 代の栄養教諭が「栄養教諭」養成における教育として望ん
でいる。栄養教育実習を引き受けた際に，学生が特に調理員や学級担任等との話をする態度，言
葉遣いなどから「コミュニケーション力・聴く力」の不足を感じたことからによるものである。
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大学生に，社会人としての自覚や人として・教育する立場としての資質を常日頃から育成して
いくことが必要である。
Ⅴ　まとめ
本研究では，本県の栄養教諭及び学校栄養職員等を対象に調査を行い，本県の栄養教諭の今後の
動向と求められる資質・能力について考察した。本県の栄養教諭及び学校栄養職員等の実態からは，
平成 28 年度からの広島県及び広島市の栄養教諭採用試験実施により，今後，栄養教諭の年齢層が
若くなっていき，男性栄養教諭が誕生する可能性もあることがわかった。また，4 年制大卒で栄養
教諭養成課程を学修した者の割合が高くなってくるといえるが，食に関する指導と併せて，栄養教
諭の土台となる給食管理の実施経験を積み重ねていく栄養教諭が増えていくことになるため，より
一層に 4 年制大学での栄養教諭養成課程における教育の充実が必要となる。その中で，管理栄養士
としての専門知識の習得はもちろんのこと，食に関する授業を企画する力・実践する力の育成が重
要である。さらに社会人としてまた教員としての自覚をもたせ，「コミュニケーション力」，「他者
と連携し協力する技能」を育てていくことが重要である。
本県では今後，学校栄養職員の採用ではなく栄養教諭の採用となることから，栄養教諭採用試験
には，新規学卒者のみならず，現在，臨時採用の栄養教諭や学校栄養職員が受験する場合も多いで
あろう。これらのことから，本学科では，特に学校栄養教育実践論・栄養教育実習（事前事後指導
を含む）のシラバスの再検討を行い，授業内容を充実させていくこと，さらに管理栄養学科全体の
カリキュラムの見直しを行っていくことも今後の課題である。
終わりにあたり，調査にご協力いただきました広島県学校栄養士協議会の皆様方に厚くお礼申し
上げます。
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